
              

 

桜
満
開
の
４
月
上
旬
、
中
部
方
面
管
内
の
各
駐
屯

地
に
お
い
て
、
一
般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補
生

約
２
，
１
０
０
名
の
入
隊
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包

み
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
自

衛
官
候
補
生
は
、
来
賓
・
家

族
が
参
列
す
る
中
、
入
隊
式

に
臨
み
自
衛
官
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 

 

大
津
駐
屯
地
（
中
部
方
面

混
成
団
）
で
は
、
方
面
施
策

「
女
性
自
衛
官
採
用
促
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
く
勤

務
環
境
の
整
備
と
教
官
等
の

教
育
態
勢
の
確
立
に
よ
り
、

昨
年
よ
り
も
多
く
の
女
性
自

衛
官
（
約
２
８
０
名
）
が
入

隊
し
た
。 

 

高
校
卒
業
後
に
入
隊
し
た

拓
凜
音
候
補
生
は
、
「
新
た

な
元
号
と
な
る
こ
の
時
期
に

入
隊
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
私
た
ち
自
衛
官

に
対
す
る
期
待
も
更
に
大
き

く
な
る
事
を
自
覚
し
、
こ
の

３
カ
月
で
心
身
を
鍛
え
、
必

要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得

に
励
み
、
自
衛
官
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
強
く
成
長
し

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。 

第
十
四
普
通
科
連
隊
（
金

沢
駐
屯
地
）
に
入
隊
し
た

石
川
県
金
沢
市
出
身
の
藤

本
幸
司
候
補
生
は
、
「
こ

れ
か
ら
様
々
な
訓
練
が
あ

り
ま
す
が
、
同
期
と
と
も

に
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。 

２０１９年４月２５日発刊号 中部方面隊広報紙 第１１７号 

平
成
と
令
和
の
架
け
橋
と
な
る
入
隊
者
が
溌
剌
と
教
育
を
開
始 

（１） 

動 
 

 
、 

 
 

方
面
総
監
統
率
方
針 

任
務
の
完
遂 

陸
上
自
衛
隊 

中
部
方
面
総
監
部
広
報
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〒664 
- 0012 

兵
庫
県
伊
丹
市
緑
ヶ
丘
7-

1-

1 

電
話
：
０
７
２-

（
７
２
８
）
０
０
０
１ 

発 行 所 

⌐

⅜

 

代表で力強く宣誓を読み上げる自衛官候補生（大津駐屯地） 

  宣誓を読む候補生（松山駐屯地） 

気持ち新たに 

災
害 

災害 
派遣  

 
   

 

広 島 県 呉 市 蒲 刈 町 

 写 真  

 写 真 

 
 

  

第
４
施
設
団
（
団
長 

小

谷
将
補
）
は
、
４
月
15
日

（

月

）

か

ら

４

月

25

日

（
木
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば

野
演
習
場
及
び
日
本
原
演
習

場
に
お
い
て
「
平
成
30
年
度

方
面
対
統
制
演
習
場
春
季
集

中
整
備
」
を
実
施
し
た
。 

 

演
習
場
整
備
は
、
訓
練
基

盤
の
維
持
・
拡
充
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
年
２
回
実

施
。
今
回
の
演
習
場
整
備
で

は
、
各
射
場
、
機
動
路
及
び

機
動
展
開
地
積
等
を
重
視
し
、

○
○
件
の
整
備
作
業
を
、
人

員
約
２
，
４
０
０
名
、
車
両

８
０
０
両
、
で
実
施
。 

 

本
訓
練
に
参
加
し
た
第
10

特
科
連
隊
第
２
大
隊
第
３
中

隊
大
石
将
兵
士
長
（
23
）
は
、

「
主
に
、
草
刈
機
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
用
し
た
連
絡
道
周

辺
の
除
草
及
び
枯
れ
木
の
除

去
を
実
施
し
た
。
作
業
間
、

班
内
の
士
気
を
落
と
す
こ
と

な
く
最
後
ま
で
任
務
を
完
遂

し 

  

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
述
べ

た
。 

ま
た
、
こ
の
春
、
定

期
異
動
に
よ
り
転
入
し
た
ば

か
り
の
隊
員
も
多
数
参
加
し
、

当
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
挨
拶
を

交
わ
す
程
度
の
隊
員
が
、

日
々
作
業
や
寝
食
を
共
に
す

る
こ
と
で
、
次
第
に
お
互
い

の
顔
に
笑
顔
が
見
ら
れ
、
信

頼
感
を
持
っ
て
整
備
作
業
に

臨
ん
だ
。 

 

20
日
に
は
あ
い
ば
野
演
習

場
を
、
十
七
日
に
は
日
本
原

演
習
場
を
中
部
方
面
総
監
部

幕
僚
長
（
蛭
川
陸
将
補
）
が

訪
れ
、
集
中
整
備
隊
の
整
備

技
術
能
力
の
高
さ
や
、
整
備

が
滞
り
な
く
進
行
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

 写 真 

 第１３旅団（旅団長 山根将補）は、 
４月５日（金）午前７時、広島県呉市蒲刈  
町で発生した山林火災に対する、広島県知事
からの災害派遣要請を受けた。第３飛行隊及
び第１３飛行隊のＵＨ－１×２機、中部方面
航空隊のＣＨ－４７×２機による１１８回
（延べ５９０t ）の空中消火活動により、鎮
火に寄与し、同日午後６時３分広島県知事か
らの撤収要請を受けて、同活動を終了した。 

 災害 
派遣 

災害 
派遣 

    豚舎からの搬出 

 
 

 

第
10
師
団
（
師
団
長 

鈴

木
陸
将
）
は
、
愛
知
県
瀬
戸

市
・
田
原
市
、
岐
阜
県
恵
那

市
で
次
々
に
発
生
し
た
豚
コ

レ
ラ
に
対
す
る
愛
知
・
岐
阜

県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣
要

請
を
受
け
、
３
月
27
日

（
水
）
か
ら
４
月
19
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
計
４
回 

災害 
派遣 

ＣＨ－４７による消火活動（県民の浜） 

 

ה

 
 

 
 

姉を目標に入隊した中川候補生（姫路駐屯地） 

埋設位置までの搬出 

 
 

 
 

 
 

◖
꜠
ꜝ 

 
 に

わ
た
り
養
豚
場
で
の
防
疫

活
動
（
豚
の
追
い
出
し
、
詰

め
込
み
等
）
の
災
害
派
遣
活

動
を
24
時
間
３
交
代
で
実
施

し
た
。 

 

支
援
活
動
終
了
後
、
愛
知

県
・
岐
阜
県
知
事
か
ら
の
撤

収
要
請
を
受
け
同
活
動
を
終

了
し
た
。 



腕立て伏せ 膝半屈腹筋  ３０００ｍ 

１０３回 ８６回  10分38秒 

              

２０１９年４月２５日発刊号 中部方面隊広報紙 （２）  

中
部
方
面
隊
は
、
４
月
16

日
（
火
）
、
平
成
30
年
度
方

面
隊
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士
を

決
定
し
た
。 

 

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士
と
は
、

自
衛
官
と
し
て
任
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
な
識
能
・

技
能
に
関
し
、
中
部
方
面
隊

で
最
も
優
秀
な
成
績
を
獲
得

し
た
隊
員
の
こ
と
を
い
う
。 

 
 

対
象
期
間
は
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
31
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
。
拳
銃
射
撃
（
陸
曹

の
部
）
、
89
式
小
銃
射
撃

（
陸
曹
・
陸
士
の
部
）
体
力

検
定
（
陸
曹
・
陸
士
男
子
の

部
、
女
子
の
部
）
、
語
学
力

（
陸
曹
・
陸
士
の
部
）
の
区

分
で
選
考
さ
れ
た
。 

 
 

 

 
 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、
４
月
25
日

（
木
）
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
、

方
面
隊
連
・
群
長
等
集
合
訓
練
を
実

施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
１
佐
職
指
揮
官
に
対

し
、
連
・
群
長
等
と
し
て
の
職
務
遂

行
に
必
要
な
意
識
及
び
識
能
を
向
上

さ
せ
る
た
め
総
監
訓
話
、
討
議
、
総

監
部
各
部
官
教
育
、
第
一
線
救
護
訓

練
研
修
及
び
部
外
講
師
に
よ
る
講
話

が
実
施
さ
れ
た
。 

 

総
監
訓
話
で
は
、
『
修
己
治
人
』

を
テ
ー
マ
に
「
国
を
護
る
と
い
う

事
」
「
陸
上
自
衛
隊
及
び
中
部
方
面

隊
の
現
況
を
踏
ま
え
、
い
か
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
か
に
つ
い

て
」
述
べ
た
。 

 

ま
た
、
部
外
講
師
を
招
い
て
の
講

話
で
は
、
第
35
代
陸
上
幕
僚
長
岡
部

俊
哉
氏
が
「
精
強
な
陸
上
自
衛
隊
の 

戦車指揮台の階段構築（３０５施設隊） 

    

体力検定（男子：陸士の部）第１位 
関西補給処 桂支処 

陸士長 岡部 佑介 

体力検定（男子：陸曹の部）第１位 
中部方面指揮所訓練支援隊 

１等陸曹 栗宗 誠 

体力検定（女子：陸士の部）第１位 
第４施設団第３０７ダンプ中隊 

１等陸士 廣澤 春菜 

体力検定（女子：陸曹の部）第１位 
善通寺駐屯地業務隊 

１等陸曹 原田 恵子 

９ｍｍ拳銃射撃（陸曹の部）第１位 

第４６普通科連隊 本部管理中隊 

３等陸曹 東野 真也 

〈１４発 １２８点〉 

８９式小銃射撃（陸曹の部）第１位 

第３７普通科連隊 第５中隊 

３等陸曹 松田 拓磨 

〈４９点 Ｆ的命中１０発〉 

８９式小銃射撃（陸士の部）第１位 

第３７普通科連隊 第１中隊 

陸士長 川満 りょう 

〈４９点 Ｆ的命中１０発〉 

 

    

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 ３０００ｍ 

６５回 ８０回 12分51秒 

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 ３０００ｍ 

 １０１回  １１２回   9分42秒 

腕立て伏せ 膝半屈腹筋 ３０００ｍ 

５７回 １１４回 12分16秒 

ＴＯＥＩＣ（陸曹の部）   第１位 

第３５普通科連隊 第３中隊 

３等陸曹 田中 祥五 

〈９６５点／９９０点〉 

ＴＯＥＩＣ（陸士の部）  第１位 

中部方面管制気象隊基地隊 

陸士長 土器手 梨花 

〈７６０点／９９０点〉 

ה  

 

育
成
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
陸
上
防 

衛
力
と
し
て
本
来
保
持
す
べ
き
練
度

の
維
持
向
上
、
服
務
指
導
の
あ
り
方

及
び
指
揮
官
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
に

つ
い
て
自
己
の
体
験
談
を
踏
ま
え
講

話
を
行
っ
た
。 

 

連
・
群
長
等
は
、
本
訓
練
を
通
じ

必
要
な
資
質
及
び
識
能
を
向
上
さ
せ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

豚の運搬 

♫ fi Ᵽ כ ꞉ fi   

平 成 最 後 の 戦 士 を 決 定 

 
 

  

第
４
施
設
団
（
団
長 

小
谷
将

補
）
は
、
４
月
17
日
（
水
）
か
ら
25

日
（
木
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演

習
場
及
び
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て

「
平
成
31
年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場

春
季
集
中
整
備
」
を
実
施
し
た
。 

 

演
習
場
整
備
は
、
訓
練
基
盤
の
維

持
・
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
年
２
回
行
う
。
今
回
の
演
習
場
整

備
で
は
、
人
員
約
２
，
４
０
０
名
が

参
加
し
、
各
射
場
及
び
機
動
路
整
備

等
、
37
件
の
整
備
作
業
を
実
施
し
た
。 

 
 

 

隊
員
は
、
自
ら
を
練
成
す
る
絶
好

の
機
会
と
捉
え
積
極
的
に
取
組
み
、

日
頃
使
用
す
る
訓
練
道
場
に
感
謝
の

意
を
込
め
演
習
場
整
備
に
臨
ん
だ
。 

 

本
訓
練
に
初
め
て
参
加
し
た
若
手

隊
員
は
、
「
広
大
な
演
習
場
整
備
に

戸
惑
う
事
ば
か
り
で
し
た
が
分
隊
長

で 

 

の
指
揮
の
も
と
任
務
を
完
遂
し
、
充

実
し
た
整
備
期
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
述
べ
た
。 

岡部元陸幕長による講話 

 写 真 



              

２０１９年４月２５日発刊号 中部方面隊広報紙 （３） 
 

 
 

伊
丹
駐
屯
地
（
司
令 

木

口
将
補
）
は
、
４
月
６
日

（
土
）
、
駐
屯
地
創
立
68
周

年
記
念
行
事
を
満
開
の
桜
の

下
で
実
施
し
た
。 

 

式
で
は
、
協
力
者
に
対
す

る
日
頃
の
感
謝
の
意
を
表
す

る
た
め
、
駐
屯
地
司
令
か
ら

の
感
謝
状
贈
呈
及
び
祝
賀
会

食
が
行
わ
れ
た
。 

 

桜
通
り
で
は
多
く
の
出
店

が
並
び
、
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
な

ど
を
買
い
求
め
る
観
客
で
賑

わ
う
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
の
音
楽
隊
、
太
鼓
隊

に
よ
る
演
奏
披
露
に
よ
り
来

場
者
を
釘
付
け
に
し
た
。 

 

川
西
市
か
ら
訪
れ
た
家
族

連
れ
は
、
「
毎
年
、
こ
の
時

期
、
駐
屯
地
に
花
見
に
来
る

る 

総監訓示 

聴衆を魅了した音楽演奏 
 

中
部
方
面
通
信
群

（
群
長 

一
戸
１
佐
）

は
、
４
月
16
日
（
火
）
、

伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
、

宝
塚
音
楽
学
校
に
入
学

し
た
第
１
０
７
期
生
40

人
の
予
科
生
（※

）
に

対
す
る
生
活
体
験
を
支

援
し
た
。 

 

予
科
生
は
、
基
本
教

練
を
通
じ
て
、
号
令
に

基
づ
く
節
度
あ
る
動
作

を
身
に
つ
け
て
訓
練
を

終
了
し
た
。 

 

久
居
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
関
係
部
外
団

体
等
と
連
携
し
た
家
族
支
援
施
策
に
お
い

て
、
三
重
県
自
衛
隊
家
族
会
・
三
重
県
隊

友
会
の
協
力
を
得
て
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
け
る
家
族
支
援
態
勢
の
確
立
を
目

指
し
、
本
施
策
の
実
行
性
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

 

昨
年
12
月
に
は
、
三
重
県
自
衛
隊
家
族

会
・
三
重
県
隊
友
会
・
明
野
航
空
学
校
・

久
居
駐
屯
地
業
務
隊
と
の
４
者
会
同
を
開

催
し
た
。
会
同
に
お
い
て
、
三
重
県
庁
防

災
専
門
監
が
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る

三
重
県
の
被
害
予
測
」
に
つ
い
て
の
講
演

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
講
演
会
後
、
被

害
予
測
を
も
と
に
担
当
地
域
の
割
り
当
て

に
つ
い
て
家
族
会
・
隊
友
会
会
員
相
互
に

膝
を
交
え
て
話
し
合
い
を
行
い
、
大
変
有

意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
本
年
１
月
に
は
、
複
数
の
支
援

担
当
会
員
が
安
否
確
認
支
援
を
要
望
す
る

他
駐
屯
地
所
属
隊
員
の
家
族
の
自
宅
ま
で
、

徒
歩
に
よ
る
経
路
確
認
を
兼
ね
た
顔
合
わ

せ
を
実
施
し
た
。
今
年
度
も
更
な
る
連
携

の
強
化
を
図
る
た
め
、
三
重
県
自
衛
隊
家

族
会
・
隊
友
会
と
密
に
調
整
を
行
い
家
族

支
援
施
策
の
実
効
性
向
上
に
努
め
て
い
く

所
存
で
あ
る
。 

      ͬ  ʿᾱ ῆ᷂ ҵ  

隊員家族と家族会・隊友会会員との顔合わせの様子 
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 の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
桜
も
満
開
で
満
足
で

す
。
何
よ
り
、
プ
ロ
の
音
楽

演
奏
が
身
近
で
聴
け
る
の
は

最
高
で
す
」
と
感
想
を
述
べ

て
く
れ
た
。 

 
 

   

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・ 

 
 

 

中
部
方
面
総
監
部
支
部
は
、
４

月
23
日
（
火
）
及
び
24
日
（
水
）
、

伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
、
29
コ
支

部
の
支
部
長
を
参
集
し
て
、
平
成

31
年
度
防
衛
省
共
済
組
合
統
括
支

部
主
催
支
部
長
会
議
を
実
施
し
、

中
部
方
面
共
済
事
業
計
画
を
周
知

徹
底
す
る
と
と
も
に
優
秀
支
部
施

策
等
の
情
報
共
有
を
行
な
っ
た
。 

 

総
監
は
、
「
組
合
員
の
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
向
上
」
「
運
用
を

支
え
る
業
務
の
運
営
」
「
合
規
適

正
な
業
務
遂
行
」
の
３
点
に
つ
い

て
訓
示
す
る
と
と
も
に
、
各
支
部

長
に
対
し
、
「
隊
員
目
線
に
立
っ

た
創
意
あ
る
共
済
事
業
の
推
進
に
、

鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。  

 
 

  

中
部
方
面
隊
は
、
４
月
15

日
（
月
）
、
伊
丹
駐
屯
地
に

お
い
て
、
平
成
29
・
30
年
度

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
委
嘱

終
了
式
及
び
平
成
31
・
32
年

度
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
委

嘱
式
を
実
施
し
た
。 

 
 

⅜ ╩  

宝
塚
音
楽
学
校 

１
０
７
期
生 

委嘱終了者 

記念撮影 

三重県庁防災専門監による講演会の様子 

 
※

 

宝
塚
音
楽
学
校

は
２
年
制
の
学
校
。
１

年
生
は
予
科
生
、
２
年

生
は
本
科
生
と
い
う
。 

○Ⱨ♬○fiꜞכ♄כ ה  

委嘱者 

 
 

  

総
監
は
、
終
了
者
に
謝
意

を
述
べ
、
委
嘱
者
に
対
し
て

自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理

解
の
促
進
と
国
民
へ
の
情
報

発
信
を
依
頼
し
、
出
席
者
16

名
の
方
々
に
委
嘱
終
了
証
・

委
嘱
状
を
手
渡
し
た
。 

 
 



              

᷂  

 

４
月
２
日
（
火
）
守
山
駐
屯

地
に
お
い
て
、
隷
下
部
隊
約
６

７
０
名
が
参
列
し
て
第
33
代
第

10
師
団
長
鈴
木
陸
将
の
着
任
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
着
任
式
で
は
、 

統
率
方
針
「
任
務
の
完
遂
」 

要
望
事
項
「
訓
練
精
到
」
「
思

い
や
り
」
「
地
域
と
と
も
に
」

に
つ
い
て
訓
辞
し
た
。 

 

平
成
31
年
４
月
。 

 

い
よ
い
よ
平
成
が
幕
を
下
ろ
す
月
で
も
あ
る
。
記
念

す
べ
き
月
の
広
報
紙
「
飛
鳥
」
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

４
月
、
新
し
い
隊
員
も
入
っ
て
き
た
こ
の
月
の
誕
生

石
と
い
え
ば
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
す
。

「
永
遠
の
愛
」
、
「
清
浄
無
垢
」
や
「
不
屈
」
と
い
っ

た
意
味
あ
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
石
は
、
と
て
も

強
い
石
で
世
界
一
硬
く
、
熱
に
対
す
る
耐
久
性
も
優
れ

て
い
る
。
一
方
で
弱
点
も
あ
り
、
油
が
着
き
や
す
い
性

質
、
劈
開
性
に
よ
り
あ
る
方
向
に
力
が
加
わ
る
と
割
れ

る
。
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
カ
ッ
ト
で
き
る
の
は
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
み
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
総
監
を
は
じ
め
様
々
な
方
が
「
現
場
で
活
躍

す
る
部
隊
・
隊
員
が
宝
で
あ
る
。
」
我
が
部
隊
長
も
「

大
隊
の
宝
で
あ
る
隊
員
一
人
一
人
の
力
な
く
し
て
任
務

は
達
成
で
き
な
い
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

私
は
思
う
。
宝
で
あ
る
隊
員
は
ダ
イ
ヤ
の
原
石
で
は
な

い
か
と
。
す
で
に
輝
い
て
い
る
、
輝
き
か
け
て
い
る
隊

員
、
ま
だ
原
石
の
隊
員
も
い
る
。
し
っ
か
り
磨
け
ば
美

し
く
輝
き
、
そ
れ
な
り
の
磨
き
で
は
輝
き
は
半
減
し
て

し
ま
う
。
磨
き
方
に
も
様
々
あ
り
、
自
ら
が
、
部
隊
が
、

あ
る
い
は
隊
員
同
士
が
磨
く
こ
と
に
よ
り
輝
き
を
増
し

て
い
く
。
輝
き
は
隊
員
に
清
ら
か
で
困
難
に
挫
け
な
い

心
や
矜
持
を
も
た
せ
立
派
に
成
長
さ
せ
る
。 

 

私
の
で
き
る
事
は
、
上
下
左
右
、
各
中
隊
の
先
任
と

連
携
を
図
り
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
磨
き
方
を
助
言

し
、
汚
れ
な
い
よ
う
割
れ
な
い
よ
う
引
き
続
き
声
を
掛

け
続
け
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。
新
し
く
入
っ
て
く
る

隊
員
も
磨
け
ば
輝
く
「
ダ
イ
ヤ
の
原
石
」
で
す
。
そ
う

い
う
気
持
ち
を
胸
に
一
人
一
人
に
接
し
、
堅
く
強
い
心

と
様
々
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
忍
耐
力
を
持
っ
た

隊
員
を
創
り
あ
げ
た
い
。 

 

自
ら
も
そ
の
光
を
輝
き
続
け
な
が
ら
。 

（４） ２０１９年４月２５日発刊号 中部方面隊広報紙 

  
  
    
     

      

写 真 

平
成
30
年
度
和
歌
山
県
自
衛
隊
入
隊
・
入
校
予
定

者
激
励
会
」
を
実
施
し
た
。 

 

激
励
会
で
は
、
入
隊
・
入
校
予
定
者
を
壇
上
に

お
い
て
の
紹
介
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
、
岩
屋
防
衛

大
臣
の
激
励
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
。
特
に
入
隊
・
入
校
予
定
者
の
紹
介
に
お
い

て
は
壇
上
で
一
人
ひ
と
り
が
紹
介
さ
れ
、
各
人
が

新
た
な
決
意
を
胸
に
誓
っ
た
。
引
き
続
き
、
先
輩

隊
員
と
し
て
駆
け
つ
け
た
第
37
普
通
科
連
隊
の
坊

一
輝
陸
士
長
が
「
同
期
は
一
生
の
宝
、
皆
さ
ん
も

同
期
を
大
切
に
し
、
自
衛
隊
生
活
を
充
実
さ
せ
て

下
さ
い
」
と
激
励
し
た
。 

 

ま
た
、
主
催
３
団
体
か
ら
激
励
品
が
贈
ら
れ
る

と
と
も
に
心
温
ま
る
激
励
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。 

 
 

 

最
後
に
防
衛
大
学
校
へ
入
校
予
定
の
井
口
遼
平

さ
ん
が
、
「
私
た
ち
が
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
精
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。
和
歌
山
地
本
は
、

今
後
も
入
隊
・
入
校
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

不
安
等
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。 

  
 

 
 

 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

防
衛
事
務
官 

鍋
田
竜
光
）
は
、
３
月
２
日

（
土
）
、
和
歌
山
市
民
会
館
に
於
い
て
「
和

歌
山
県
防
衛
協
会
」
「
和
歌
山
県
隊
友
会
」

「
和
歌
山
県
自
衛
隊
家
族
会
」
共
催
で
「 

  

入隊・入校予定者集合写真 

   

３
月
29
日
（
金
）
、
中
部
方
面
総

監
部
（
幕
僚
長 

蛭
川
陸
将
補
）
は
、

約
２
年
間
の
中
部
方
面
総
監
部
勤
務

を
終
え
、
４
月
１
日
付
で
陸
将
に
昇

任
し
、
東
北
方
面
隊
第
６
師
団
長
に

上
番
し
た
。 

第３５代蛭川幕僚長（離任） 

∕
╣
∙
╣
─

⌐

⅛

≡

 
 

 

ה

 

第３６代木口幕僚長（着任） 

  

  

 

３
月
29
日
（
金
）
守
山
駐
屯
地

(

愛
知
県
名
古
屋
市)

に
お
い
て
、

中
部
方
面
総
監
立
会
の
も
と
第
32

代
第
10
師
団
長
甲
斐
陸
将
の
離
任

式
が
行
わ
れ
た
。 

 

甲
斐
陸
将
は
、
平
成
29
年
8
月

着
任
以
降
、
強
靭
な
師
団
の
育
成

に
尽
力
し
、
４
月
１
日
付
を
も
っ

て
約
36
年
間
の
勤
務
を
全
う
し
離

任
（
退
官
）
さ
れ
た
。 

隊員に見送られる甲斐師団長 

第３３代鈴木師団長（着任） 

  

４
月
２
日
（
火
）
、
第
36
代
中
部
方

面
総
監
部
幕
僚
長
、
木
口
陸
将
補
が
着

任
し
た
。 

 

幕
僚
長
要
望
事
項 

 

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
風
通
し
」 

 

出
身
は
神
奈
川
県
。 

 
 

   
３
月
29
日
（
金
）
、
第
35
代
中
部
方

面
総
監
部
幕
僚
長
、
蛭
川
陸
将
補
は
、

約
２
年
間
の
中
部
方
面
総
監
部
勤
務
を

終
え
、
４
月
１
日
付
で
陸
将
に
昇
任
。 

 
 

 

東
北
方
面
隊
第
６
師
団
長
に
過
日
、

着
任
し
た
。 

代表挨拶を述べる井口さん 

♄
▬
ꜘ
─

 

 

 
 

―

井
口
さ
ん
が
力
強
く
決
意―

 


